
屋根：ガルバリウム鋼板　ｔ＝0.35mm
　　  シート防水

　　  構造用合板　ｔ＝12mm
　　  断熱材充填

　　  構造用合板　ｔ＝15mm

外壁：焼杉板　ｔ＝21mm
　　  透湿防水シート

　　  構造用合板　ｔ＝12mm
　　  断熱材充填

内壁：ラワン合板　ｔ＝9mm 床：土間コンクリート
　  金コテ仕上げ

床：薄畳　ｔ＝12mm
　  構造用合板　ｔ＝12mm
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神峰山

瀬戸内海

フェリーから島に降りると、船の解体の音が聞こえてくる、入口に
腰を掛けて煙草を吸う人がいる。

そんな場所にはかしこまった玄関よりもどこか島の生活感に溢れた
勝手口のような空間が、旅人は離島にしかない魅力を感じ、島の人
にとっても使い勝手のいい居場所になるのではないでしょうか。

家に勝手口があると暮らしがぐっと便利になるように、「離島の勝手
口」の扉を開けると、島の暮らしにあふれた、島の人も旅人も惹き
込まれるような待合所を設計します。

潮待ち・風待ちで栄えた昭和の勝手口空間スケッチ
勝手口を開けると土間が広がり、竈が置かれ、ご飯を準備する人が
座る板の間・上がり框が続く。

今の広くまとまった待合空
間は、毎日利用されるポテ
ンシャルを持ちながら、実
際には利用者が「待つ」とい
うよりも、トイレ・売店・受
付などを利用するために「通
りすぎる」だけの場所になっ
ています。

大崎上島でも少子高齢化は大きな課題で
あり、さらに離島であるがゆえに様々
な問題を抱えています。それらを解決す
る取り組みが盛んに行われているのです
が、島の内にも外にも上手く情報が伝
わっていないようです。通勤通学に毎日
利用される待合所こそ、島の情報を島内
外へ広げる新しい場所になるのではない
かと考えました。

■提案ダイアグラム■待合所がただ通り過ぎるだけの空間になっています ■島内の活動が島の人たちに広がっていません

島の人も島の外の人も待合所に入ると、島の情報に手を伸ばしたくなる「勝
手口空間」とするために 5 つのデザインを提案します。離島ならではの課題
や魅力、チラシや掲示板などの動かない情報も人の活動と一緒に点在させる
ことで幅広い情報が手に届くようになります。

個室型個室型

ストリート型ストリート型

アリーナ型アリーナ型

島外の通院が億劫な高齢の方が受付の方とほっと
話して島の新しい情報交換の場所となります

旅人がすっと入って、海を見ながら、パンフレット
などで島の情報を見ることが出来ます

いろんな世代の方が集えるわちゃわちゃ空間で、
年齢に縛られない情報を知ることが出来ます

島でとれた食材や売店の商品が手に届くことで、
旬の食材を知ることができます

カフェ等の小空間が少ないですが、ここでは
ちょっとこもって仲間同士でお話できます

今までのようにただトイレに行く、売店に行く、受付をする、、ただそれだけでも「島のあれこれ」に手が届いてしまいそうな「勝手口空間」で
島の魅力を再発見します。

瀬戸内海の風の気持ちよさや島ならではの景色を活かしつつ、塩害や海風などの海辺特有の敷地に配慮した計画をします。

寺小屋や PC 教室等、放課後
ちょっぴり集中したい活動に向いています。

外までストリートが広がり、
出張カフェやマルシェを行うのに向いています。

音楽会や集会といった舞台と客席の関係をつく
るような活動に向いています。

■外壁面から壁を出すことによって、15 ｍ× 15 ｍの敷
地スペースの中で、建物に奥行き感が生まれ、さらに北
西からのウインドキャッチャーの効果も果たします

■南北のジャロジーで日中の海風を勝手口空間に取り入
れ、南北方向に風が抜けることによって、海辺の湿気が
建物の中にこもらないようになります。

■塩害対策として、屋根材にガルバリウム鋼板、壁材に
焼杉を用います。

■壁材に用いる焼杉は塩害に強いうえ、生産時の二酸化
炭素発生量が少なく、部分補修が可能、解体の際も産業
廃棄物にならないというメリットがあります。

■入口から南北方向にまっすぐ 3185㎜幅の勝手口空間
を通すことによって誰でも空間が把握しやすく、車いす
の方もスムーズに多様な情報にアクセスできます。

■待合室を分節し、高さや大きさの異なる待合空間を複
数設けることで 1 人で待ちたい人もみんなで待ちたい人
も気持ちよく待つことができます。

■柱梁は、プレカット工法と県産材一般品を用いること
でコストを削減します。

■床を基礎コンクリート直金ゴテ押さえとしてコスト
を削減します。3185㎜幅の一続きの土間なので、清掃、
維持管理が容易になります。

大崎上島の４つの取り組み

奥行きのある勝手口空間は簡単な建具と小上がりで空間を区切
ることで、フェリーを待つ使い方以外にも、島の人々の活動に
合わせて空間の使い方を変えられるようにしています。幅広い
島の活動を受け入れられる「勝手口空間」によって利用者はよ
り幅広い情報に出会うことが出来るのです。

たまの通院に使う場所

通勤通学に日々使う場所

島外の買い物に使う場所

島で初めて入る場所

利用頻度

多

少

ほとんど用がない場所

休憩に使う場所

ただ通るだけではなく、両側に
島のあれこれが展開しています

島内の旬な食材や島の制作物を
知ることができます。

■外壁
　木材保護塗料　
　焼杉板　t=12㎜
　透湿防水シート
　構造用合板　t=12㎜
　断熱材充填

■内壁
　杉板　t=9㎜

■屋根
　ガルバリウム鋼板　t=0.35㎜
　シート防水
　構造用合板　t=12㎜
　断熱材充填　
　構造用合板　t=15㎜
　　　　

■床（+100mm）:
　土間コンクリート
　金こて仕上げ

■床（+350mm）:
　構造用合板　t=12mm　　　　

トイレ
待合室

売店
小上がり

■海からの風が勝手口空間を
　吹き抜けます　　　　

■天井高を高くすることでより奥行き　
　を感じる空間になります

通路よりも広く、待合空間よりも狭い空間に高さを持たせることでさらに奥行きを生みだし、人・もの・ことが程よい距離感で混ざり合う待合が奥へと続いていきます。島のリアルな生活感に囲ま
れた空間を通ることで、利用者は島の様々な情報に触れることが出来るのです。

■勝手口空間から入口を見ると、島の人・もの・
文化を通して、海を望むことが出来ます

■勝手口空間のような落ち着
いた明るさを創り出します　　　　

■惹き込まれるような奥行き感を
創り出す形態が屋根面では
パラペットの機能を果たします　　　

■情報が集まった「勝手口空間」が暮らしを豊かにする

事務室

売店

倉庫

待合室

多目的トイレ

男子トイレ

女子トイレ

レジ

自動販売機

リアカー

ゴミ箱

ガルバリウム鋼板

焼杉

県産材

土間コンクリート金ゴテ仕上げ

南北へ風が抜ける

■手を伸ばしたくなる奥行きのある待合所

通路よりも広くて、通常の待合空間よりも狭い空間
が、島の活動・自然を惹き込み、利用者は通るだけ
で島のあれこれに手を伸ばしたくなるような「勝手
口空間」を設計します。

島内方向

瀬戸内海方向

引き伸ばした壁

15m × 15m の正方形の敷地に海
から山へ奥行きと高さのある空間

をつくります

００１でできた「通路よりも広く、
待合室よりも狭い空間」の両側に

必要諸室を配置していきます

両側の諸室から、島の人・モノ・
文化が漏れ出し、ただ通るだけ
で島のあれこれに手を伸ばした

くなる空間になります

■島の環境に溶け込む「勝手口」

TV（吊り下げ）

寝ころびながら、興味がそそられる
モノやコトを発見できます

島の若い人たちの活動を見たり、
ゆったり事務の人と会話が出来ます

行ってみると新しい人との出会いや
知らなかった島の発見に繋がります

島の暮らしに生活感に溢れた場所で
観光情報を知ることが出来ます

垂木 45 × 105 @303　　　　

垂木 45 × 60 @303　　　　

①外と繋がる事務の開口

+100

+350

+400

カウンターに寄っかかりながら、

ちょこっと受付の方とお話出来ます

⑥掲示版 A
動かない情報を人の活動

の近くに置くことで自然と

情報が目に入ってきます

②のんびり出来る屋外空間
少し伸びた壁がウインドキャッチャーと目隠

しになり、 心地いい風を感じながらゆっくり

出来ます

③海を感じる小広間
海を前にして、 屋外マルシェやカフェ、 移

動販売車の販売空間など、 小さなイベント

スペースです

入口に入ってすぐ、 観光情報を知れる空間で

す。 北方向に伸びた壁が景色を切り取り、 屋

外とは違う海の美しさが見ることが出来ます

毎日いる受付の方と一緒にお話しして、

知らなかった情報を知ったり、 少し億劫

な通院の気分転換が出来ます

⑤受付横の小さな棚
受付と売店の間に島のモノや情報を置く

ことで利用者が通るだけで、 知ることが

できます

小上がりの空間はときに寺小屋になっ

たり、 ときにステージになったり、、 いろ

んな年代の方がいろんな使い方をする

ことで幅広い情報が得られる空間です。

②掲示版 B

④ 3方向が見える事務室
北側の海や桟橋 ・ 東側の待機レーン ・

西側の待合室を見渡すことが出来きます

市販の商品と一緒に島の特産物や学

生の作品を置くことで、 買い物をしな

がら、 島の情報を知ることができます

都会のようなカフェは少ないですが、

売店で買ったものを食べたり、 放課

後こもって友達をお話出来ます

⑦海まで開けた視界
奥行きのある勝手口空間によって、 島のあれこれをまとった瀬戸内海を望むことが出

来ます。 新しい建築が出来たときに、 島の風景を壊すのではなく、 よりアイレベルで

見たときに島の魅力を再確認出来るような勝手口空間です。

⑧待機レーンから島の
特産物が見える窓

⑨イベント時に外まで
つながるジャロジー付き折り戸

受付受付

売店売店

トイレトイレ

トイレトイレ待合空間

教育教育
食
と

健
康

職
と
起業

職
と
起業

定住促
進

定住促
進

1/50

生活に流れを生み、暮らしのあれこれに囲まれた勝手口空間生活に流れを生み、暮らしのあれこれに囲まれた勝手口空間 ただ「通り過ぎる」だけの待合所ただ「通り過ぎる」だけの待合所 「通る」だけで島のあれこれに手が届くような待合所「通る」だけで島のあれこれに手が届くような待合所

島の課題から生まれた 5 つのデザイン島の課題から生まれた 5 つのデザイン 幅広い活動を受け入れる勝手口幅広い活動を受け入れる勝手口

広がりにくい島の情報網広がりにくい島の情報網

通るだけで島のあれこれに触れられる奥行きをもった「勝手口空間」通るだけで島のあれこれに触れられる奥行きをもった「勝手口空間」

すっとすっと

ほっとほっと

わちゃっとわちゃっと

ぱくっとぱくっと

ひそっとひそっと

ローコストで海辺に適した「勝手口空間」をつくるローコストで海辺に適した「勝手口空間」をつくる

Scale=1:80Scale=1:80

NN

■奥行きを生む建築形態■奥行きを生む建築形態 ■塩害に配慮した素材選び■塩害に配慮した素材選び ■多様な人を受け入れる直線■多様な人を受け入れる直線 ■ローコストに配慮した計画■ローコストに配慮した計画

Scale=1:70Scale=1:70

ただ「通る」だけでも島のあれこれに触れられる奥行きと間口ただ「通る」だけでも島のあれこれに触れられる奥行きと間口

島を生かし、島に生かされる「離島の勝手口」島を生かし、島に生かされる「離島の勝手口」

X-X’ 断面図X-X’ 断面図平面図平面図

すっとすっと

ほっとほっと

わちゃっとわちゃっと

ぱくっとぱくっと

ひそっとひそっと

001001 002002 003003

面積表 

公共 
待合室 54.86㎡ 
売店 12.42㎡ 

管理 
事務室 12.42㎡ 
倉庫 6.62 ㎡ 

トイレ 
多目的トイレ 5.74 ㎡ 
男子トイレ 11.59㎡ 
女子トイレ 10.76㎡ 
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0.0.
コンセプトコンセプト

通院通院

こもり空間こもり空間

形態計画形態計画

脱炭素化脱炭素化 ライフサイクルコストライフサイクルコスト
メンテナンスメンテナンス

ユニバーサルデザインユニバーサルデザイン
ローコストローコスト

メンテナンスメンテナンス

観光情報観光情報

通院通院

世代交流世代交流

地産地消地産地消

こもり空間こもり空間

待機レーン待機レーン 駐車場駐車場

島と待合所の課題島と待合所の課題 提案提案 展望展望

デザインデザイン 平面計画平面計画 プランの可変性プランの可変性 計画計画

断面計画断面計画

世代交流世代交流

地産地消地産地消

観光情報観光情報

1-1.1-1. 1-2.1-2. 2.2. 3.3.

4.4. 5.5. 6.6. 7.7.

素材計画素材計画 動線計画動線計画 コスト計画コスト計画

離島の勝手口
島の暮らしに風を通す

島の人の魅力的な暮らしに溢れた空間の先に瀬戸内海が広がります

高校生から高齢の方まで、多様な待ち方を受け入れるように、それぞれの空間が広がります

袖壁のこもり空間は外の活動を引き込み、待合所は島のいろんな情報が集まる場所になります心地よい距離感の勝手口空間にいるだけで島のいろいろな情報が飛び込んできます

登下校のついでに寄りたくなるような待合所は、瀬戸内海から大崎上島へ軸線を通すように建ちます
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